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1. 嗚神地区発掘調査速報
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2. 山崎山古墳群緊急調査の概要
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簡立輝詞釦訊や 1

咋年度のR糾ハイパス関追吝了鳩神氾已発拙視査ば、 M• N • J • I 13..0:褪査と

もって終了しiし1:.訊査成JIし現在作成作貫の歿府1.、ある『視査概燕』奮さし

叫嗜告名が・嘉報告：せていT:Tヘヽ 、今回ItI口祠鱈知視略這雑し

ふ1.
l f.. It.巾g'1lt、十さ60が吋随位目て＂、古墳珀代の遠猜を主件とし 、溝、河直、

ピット奇か校出され、 1の他の時期ヒして、中世の溝か携査匹を「く」の了形1、17)

f；択態て硯訊•T ぎiし 1:. tれいの這揖じ1年って、須、史呑、土師春、土娃、況，

喝身の遠物がコンテ 1T20箱往の出土知吐し1・ヽ・

以下几河直て出土をみf.、遠利（．、ついてヤのはんの--約の絡介てす。河直I¥."' 

登己を（~(1:南北によぎら巾 6 仇、河底巾 I 、 [1几．兎さ／、 2 1Tl,程の視模のもので、） II

--」椎積し 1砂層T ら．いわゆる府筒式土呑1 ミ含 1 れる高杯·襄•生・小型凡危

朗が出土し 1し「こ。 Uゎif遠初の登理i乍了が退んてし` fLい政府て、fl日

土呑I[)1l知防層か違土しf：追物の一令｝分です。

小型気底土呑（第 1日I)I lやや扁手気叶、f叶本釦‘し上方 1関＜口印｝をもつも

て、口術将紅、内個ll.、少し肥厖し、口特卦、 4本的内外面とt入食＼横う伺のへぅ

が、ヽじよ 'I杜上げられて、f杉派内外面l1-rデしれている．；た褐色を主し、祐土

企良てい賃てある。畠杯（第 I図2)/l、惟眸｝て` やや、ふくしみ気吋妍駅翫‘し

方^ 拡から梯統をもし、 9卜曲ltf̀ 、てのへうみがさが柱択切り‘し裾舒l.、かけて施さ

ている。内00IT.^かかI'}されている。 （三屯正浩）
．． 
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山崎山屯墳詳恰た親仕の横忠

/. 1 1じめ1.、

固げ昇、本、枚、育牛．直会11-初辮名因ヰ・品吝芍杖建設月也立的、ささf1惰方
防墳 I 丞t紅｀ 6 基のが噴の発拙親笠広戻施し T:. しかし弓枚用也外と尼 T~ も

ょ濯宜1くついて 11.種々 の情心‘し叉｝も出未↑［か'T、1：：の姥和夕J年度目舛椎‘助金の

文付を和1てうも噴糾{l)iifぅ？術糾作成(/)f；のの梵拙謡査を戻施すみこと I―、 1しf;。

約訊査l1、山崎山b,~, 9 I /O, 12が墳の 5碁げ充しT¥'f；か、汐ぎ哨l̀、
勺るI基のも哨．t古墳かか Tこと伝Lり厄 Iり加発拍詞企と戻杞LTミ，

2.. 位壺

碕呼項科が所丘1紅佼11、池幻l［山油山ある＼‘11根知と呼l1ーれてお II,

肛如境として北側1じ和椒、I,),/百、印信11¥海由祁と 1よ'.,ている。海南市徊lI埠から
惰社1―、 1国紐（⑰(J)岡オ遠間が所在1る．この他周辺1―、 l1棟穴疇室を内卦主

と『み室山古噴斜、山崎山のl釘史が氏立狡Ì、あら八幡名も噴科があるが、い］At
碁勺‘¢なら名肴科である・

3.ふ古項の詞査

。上旱一終玖仮すくド間墜され、坑在l1歴柑畑l：↑iってじる，悶昼前日現ず

より約 I祖埠く、中央l.、大さ rg広があ＼ヽ てお＇｝、関墾じ冑し 1れを涅．めて琺柑f.1

I:、LT.、と＼、わ卜ていみ．

鯰訊査It墳丘の Itゞ 中央i釉 I')t¥.、表さいn{l)東西プ向のトレンチとこれlミ

文するトレンテt訳夫し ．拙＇）万枚出 l̀4年＼‘板張しr:.絹査の結乎，帖2／侃．府
＂勺／、 2炉褪虹澤りこん1箪Jプt鯰しf;。南債＇lが作了用のt)し一ノ！レ？`
荻され1噸い、そ 1{り̀.,f：が、掛）方の規1知` し占て桟穴疇奎と方い＇れら，

体的内の言月立屁図11わりかTllあっ↑；か、東側星かわ1バ＼這和してじるのみて
'.V).,r;。麻釘 11_知碕JJI‘町遠-,Tわり、この舒／かかり盟玉秩昏玉、ガ7スムI

疇、秋恥奇か出土して＼‘る。

。こー（ぶ噴均板の高iりともら、釦柑厨して開登さか噴頂打ば、年残I.、

-2-



l¥、¥-

------r. -¥ 

参——--- -----/—— 
-3-



心9.,1¥,'る．視査l1.南北方向のトレン千を設史し 1；が、 トレン千内 1ー、おいて怜約4

I釘しの知屯層澤 I！以f羞｝方を検出しf:(J)てトレンチを杭依しT；ところ4111,x5 
竹し、：恥約Jm嘩り方を校出し1こ。 1屈＇）ガ門碍月査ぼトレンチ 1、より埋公主俯の

犯t直訊し 1が，履土中かし片祐、植蛤i片が虹し↑このみて1湘み知這揖かみ
！つかしず 、底か‘しい立l‘、}寸釘を打しつけf;t0が出土し1:.

。》_-IL臼一

1 位互山崎崎噴詳11.1てlミ兄造工事、土凩）エ争箸1こよ／）いくつかの名

硝 成してわり さし！締朽2年度」看ばわれT：智葬考園史設エ身l、より前か失円

.へt紅6忍疇屯．が級壌さA 山崎峰麟し入さく交各してしよってじる。・り
厖）‘

つてのも項むを復九1ら1^ もfいか山湖山第9-.ILfも噴l1第3ナ肴旭幻＇）

ド分岐1るも1たの）L根の先椛、オ集も約37如がやヤフラット l].,1池，点、に位歪1る

内莉主悴Ì、ぅ訊石15を柏吋全約q11しの小円噴てある。ちなみ［ミ尼根炉炉紐昴3t号

墳池，さ、より幻 l.、{l)いら尾根l こはや I1 り牙訊石格をもっ第2 号も噴がかつて I~ 行
言立

9.:t.しf:.

2.省立及い外約施設封土の飛出llか1い）ある 1ミせ I本も楕の封土し1本朱あま＇）

<¥  tの TIIUかっ↑；と思われ、砂埼せのポ立tトレンチl.、おいて約(),2飢の

習、`て認めfミ（．、す、そ・1Lt ̀。

噴立疇畔I/I/.ii削斗を受けているが、印北、東トレンチてそれヤか、1姐9/‘

例。浮さ約()、 IS力しの池山整うり着を検出し本も肴の視袂を礁梁し 1~. 苑山埜噴り

.t.'I嗜頂統よでの高さ約／、 2仇げlる。尋下のも噴の多く l'.t..こうしf況叫l{J)登粒
肴を）い馴I.、「馬蹄如ドめぐし 1のに直例と 1るが．卒も噴じ、お＼il1全間させ

ている冷炉よ＼ 例`である．

内釦ぽ噴立の I1li.` 中心の氾山を永さ約J.I仇，褐2、/1ft，；名，さ P.d1tt-01

闊拙り下け‘、 さl,I.、石オ名ヒ翌＜ 1:め、十さ 2砂仇，？知、？約9t,}5．さ”仇炉r
低＇）方を竹↑ょ'.,ている．

祖 3
う訊‘石棺 ll伯手［能晶片党t租且み冶屯：f； tのて、 E方2枚、1つの長側石て,.1l、P石
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を11-さみ込んて作っている。伸l石 l`小口んとも、楚，山を 5侃涅疇、さド間入l.、合・7 I 

I.; l1掘＇）込んで立てられ 、いわゆみ「四周とt屏立二_Jの状態と立って＼‘る．氏井石I
言ざU

ll三才＼鐸と東から 1伯l"-:置いてお')、北．｛軋悦'{7)っ 1ょ這の佗＼‘孝餘IミIll1均l石と

さ文井石 をさ さたるも〈らみがはされている。床面 It祢柘色土としじ↑；佼、 I侃＼～

伽⑰阻印咸じたる非常1冷印‘¥‘砂利tしさ ｀東償lが高く，わ')I囃 l：作られて
いる。刷石 11..土圧て押されているが、内：広て` 捻迅東側か粋仇。白梱lt、j知．衣立／‘

匂，床福］1J'ら天井天ゴよての高さ()、2f飢，tそれぞれII?‘'1、主釉方伺(1M-2?°

・である．

4.遠物の出土択凡と這物遠狗の出土11以下 4群lミ入別し得る． A.差拡涅土上面
及 V\• そこよ／） ；紐出しr、と息われる衣土層校出の須息差、琳租¢(l)破片。 B．差拡Ir 
目の 東，北個j1刃先をすべて東向き「量げ、／バ本の虹和の鉄錢．し同し〈碁私 Il~ 

且 東釦9’ll→覧かれ、1；錢行、のみ 鈍、等のエ．具類とえ根の侯け坂、刀う。 P．石棺
内の刀先バ東向きにしT；三振の直7]と、沐面白側枝出の弁認駐忍袋の勺王、とガラス為＇）

小王。

A 群の須見忍I 、̀つ いて l1噴立部分~の訊査かトレンナに限りれら 1: め、ナ切 I~=L少

ばく桁片貸糾I.、すぎ• T↓1 ¥‘. ir、し科のエ具類等！．、関して I1.現地呑l:.i色じ位盈l•あ')

輝が刈砂木靖渭仔、根＂令去する 1乍丁、のIこの、その一者｝を統失する刃と、凡‘

了しい現位量.r す＾て什、ってじると l~¥,いい` ．遠物のう 4B紺のJlう板鉄銀ll石

急代のものとしてし［え翻’lt闘ガ‘イ（い特：J.t(l)1‘ある。し¢矛の鉄令11絣逹品てあ
註5

b. 

タ． まとの 本噴lI乱拙tlぬがれf戎叉,yfJ'.'いも咋．であ')、 9届↑ょ欽忍頷の出土と
見t~。 し1し須恵母資牙斗I・,とllしく秦立め時期11lミわか 1豆犬めが「；いが、出土しr;

須息岱が＼‘すれしぎ h <Y>て古i\ 1-、為する事、迎府~夕世紀中頃、よ ＇）者及1 らと方几し

廿＼ていみ、乳椒令Vかの表い、いわゆる表碩録が見ら炉tl‘恥＇ら、本項の探生幻埒
髯t国叩、ヤれtぁより正くf/.t9時期1、お じて心心のと農わ屈。 1

f限塁渚の頭位 I~棺叩遠物の出土状態よ＇）白何きてか Tミとがしれら。

ー 8 —



註1一経過と顛末について ll『埋文惰叙』ド詳し＼ヽ ．

詰2一大成ふ箸芍校約団「山崎山和ぎ古墳眼綱釦暉.J /976 

fよお、か我苓て11、オ寛令しが舟しく前爽し1封↑（いが、あz予古噴l―、 I1棧穴

邸登のあっれ可能性が且べしれている．

即一拙')が¥.::.-i文l中［；瑾疇加、ポ立の詞知lてl1欠砂外ヤ知

例があ！！、もきに至って 11「弟樟千啄l」[.、/7t、知t.J/t. I似芍も

知i;」か ~\1 けれ、う 4 /6()ヤ育ll外3説構造をもっ拍黒ィit(J)て、コ数）

拙'l7との関釦非喘に示吸叩しのてある。

加祝山集枚育令、自会「た谷山り、f.6、J竹古墳終拙胡査鳴珪反」／知

和依屯尋．「和叔山尋史蹟詞査我告 l弟相千＊」 大正10年

言虹L―遠呑状態かわらく内各It.年1明しfiヽ ‘勺＼点立の詞會例でll山峙山3号

墳1・、同根の「届立板見が見けれら。

和船山鼻叙有令員会「山崎山名噴糾怜急｀粍批劉査維告」 ／グ7グ

よf：弗祐千啄／？ぎ、ダt.olず／003古墳（前杓名）も同し択態(/)t 

(/)と思われる．

1↓お蛇足↑［かり屁立工法 11 、 11 ヽロの基瓜hi~、格’）、もせ杞代の I j 1 兒棋尺

竪穴式` み旦I.、t見しれる．

「山崎山も墳群怜い範釦雌」比牝

註「一ー河出名所「叩ト0)秀も芍」も肴珀代・下‘‘武魯”(l)項ば虹1歩氏） 1．、

岡山専＃碍台出土として、J]3状の併滋灼啜埼されているが、不哨出土

のものと 11-腸快の令1)I介が全く黒なり、旗振もの方がよ')JJ~ Ì、直＼‘・

0 H.__il-現在、北側l1雅木林、南側11呈柑`I叩して開墾されて＼‘る。墳立j:.

t知「、前境＼‘があ＇）、 これlミ浴って幅 1帆、十さ約7111.のトレンチt設戻し、言艮

似い遠構114可号校出され1J..)-1J‘っf:。蚤柑‘}田の所有苫I.、よれば、大正町、関墾し

f息1・,,,b参ゃ土瑶杓‘‘出土し「こということてか Tく。

0 位—ー現 釦釘虹して関堡されてわ＇）、かつてシ］主山と牙 Itれ、耳．

—? -



箸ll1.i＇勺‘，f；という。墳印しいとこらに南北方向 I・、トレンクと言氾tしf；が` 1 ()， 

f仇程て祐盤Ì、立し遠揖・遠加の校出Itriく古靖てい‘.,r、可能性が｝魚い。
。且土堕ー一訊査前11雅木林と一勃湘 Ì、開痩され1¥ I 1:.。開翌¥t昭和μ~「年頃

直f1われ、殆盤げl')とって 1日としてお')、この前面‘、周和渭瞭l―、(J)こ..,てお

').此l灼⑦円噴とがりれる。

主（和兄弟岱層に我に組）込卜「遥狐じ、盈石t床揖し、店光ヒ土て預っていた

灼謬衝匂 LL麟 1・-よ')1日紅件、っていT（力‘，， 1ふ、棗19̀l応程11-盆石り、ヴ

し店い止4バ‘¥'f：程度て魯l葬釦tlilt、9日状を休、.,てし＇るようて',).., t. 

剖針釦li盈石J:.(.、須息品重沐(J粗） ／土帥岱盤I点が、基｝広が‘し須息忍、」q

＂凡、短頚賣、蓋杯 (2紐）、土師沿壷の出土がかf:。嘉砿虹撹もし土如‘し [1円

筒樋鮪片が出土していらが、 9貪丘＋設史しr、トレンチ内て＇は旧机を知f；埴綸 It出
しなか..,fミ． 凍逹斗代11畜収柑oり‘炉みて夕せ純木乃至し世念しれ寺、と考たしかる＂

おわ'Ilミ
今回の詞査＼17旭，セ、の誂査t戻施し1汀勺＼ 千のうち釦本組）を府屯訊・て 31:{1)はげ

....、]-.IIぎ墳／碍噴(l)3碁であった。現在のとこみ bt権の簗造年代を；ためる

4 がかり l1f［いが、他のも墳との間1各からし世¢祠斗（＼訣造されfー、と推足される。

2考噴匹虹本的てある光盤拍い）止みの差拡11-昭和夕2年lミ褪l登しf-、前方使円噴山崎山

げ墳ヒ同棟のt(7Jでその関係が注目される。

互お 主体令Dt検出しf:3基の古噴11-¥¥すれし埋めしとしを行 1い詞査前の状態

1ミ復しt、.〇 こ(7)うち箱l式厨名を主倅名いし↑：山崎山2一互う噴Iい阜有地内1、所在1

紅め登福と竹冗うiう鱈し協議中てある。 （松田 但8-.llう墳ー武内）
♦ ー・ —― ♦ -----— • --....----

い統計，1灸記》真夏月のよう↑↓為さが続く為日てロツしハテ気味t‘すが、賠和灼

り砂第2舟月か出永上かりiしf;。本ざ l1咋年度謂査しf：喝袖迫跡と山崎山名．

ゞの概要tの寸る；とが出来ました。山碕山名肴群11賂和夕 9年度1 ミ言周生し 1 、•第 r1

号と一立⑦ものて飼利ある＼‘|1古弐‘ク頁恵届等を出土Lており、紅北も噴文化1・

おITら極めて重ギはg、てあると偲われiす。 l乎防）
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